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Ⅱ
 
その家は鏡だらけだった。
それはなぜかと私が聞くと、おばあさんはただひとこと「保険のようなものよ」
と答えた。その返答に私がますます困惑しているのがきっと顔に出ていたのだろう、
ジェイがこう付け加えた。
「この町の人間は誰もが鏡を持っているんだ。鏡は、僕たちに過去を映し出してく
れる」
彼はそう説明してくれた。
「今の君はそれ以上のことを知る必要はないと思う。今君が知っておくべきことは、
ここは君にとって安全な場所だということさ。さて、僕はちょっと席を外そうか」
彼はそう言うと、ドアの方へ向かった。
突然私は、彼がいなくなるときっと自分はまた気持ちが脆くなると不安になり、
彼を止めるために立ち上がった。ジェイはそれを見て、私の考えを察してくれたら
しい。
「心配いらないよ、君らの話が終わった頃に、また戻ってくるさ」
彼はいささか皮肉屋めいた顔色を変えないまま、穏やかな声でそういった。
彼が家から出るなり、おばあさんは話し始めた。
「お嬢さん、時間を無駄にするわけにはいかないよ、だから話をよくお聞き。あん
たが町の広場で会った男の名前は、カィラン。この町のリーダーさ。とはいえ、彼
は若い世代を引き続き従えるのは難しいと考えている。誰かしら、新しいリーダー
が必要な時だとわかっている。そして彼は、新しいリーダーが来れば、それが新世
代と旧世代の架け橋にもなってくれるはずとも、わかっているのさ。ところが彼は
いっぽうで、新しい世代のリーダーが来たときには、それを自分のコントロール下
に置けないだろうかとも考えている。そして彼は、もしあんたが期待どおりに後継
者となるなら、あんたをコントロールできないか、と考えているのさ。彼はあんた
のことを従順な人間と思っていたんだね。けれども、とりあえず、それは間違いだ
ったようだね」
おばあさんは顔に笑みを浮かべた。
「あたしは、あんたが今日、連中に言ってやったことを聞いたよ。怖がりのガゼル
さんと言われたにしちゃ、ずいぶんと勇敢なことを言ってやったもんだねえ。その
うえ、あんたの言ったことは正しいよ。そうさ、今、この町を支配しているのは二
つの感情さ。ひとつは恐怖、もうひとつは無知。とりわけ、無知というやつは支配
したい側にとっては貴重な価値をもっているよ。無知な人間というのは、何も考え
ようとしない。ただただ、盲目的に、言われたことに従うだけだ。でもひとたび人
が疑問を覚えてしまったら、それは支配したい側にとっては、躓きの始まりという
わけさ。ひとたび疑問を持った人間というやつは、何をすると思うかね？」
「ええと・・・自分の頭で考え始める、ということですかね？」
「そう、そのとおりだよ。いくばくかの人間たちは疑問もなくカィランに付き従っ
ている。無知なままにね。そして若い世代は、カィランを恐れている」
「どうして？」
わたしはきいた。
「この町ではね、人は 30 歳になってようやく認められるんだ。成熟した人間として
扱われる、というわけだね。とはいえこの町の成熟ってのは、鏡に囲まれた世界に
隠れて生きるってことさ。どれだけ成熟してようがどれだけ年を取ろうがそれは続
く。過去に決められたこの決まりがよいものなのか悪いものなのか、いずれにせよ
私たち自身が受け入れてしまっているわけさ。すべての物事には理由があるわけだ
し、すべての出来事は意味を持っている。誰も行動を変えないがゆえに、誰もが自
分の本当の姿を鏡で見ることもない。けれども、これらの鏡はたいへんな意味を持
つ。もしこれらが割られたりしたら、これまでの蓄積も、働きも、経験も、すべて
がまさにリセットされてしまうのだからね」
つまり、カィランは恐怖と無知によって、人々がただ年をとるだけに仕向けていた
ということだろうか。
「人々が思考を停止してしまったがゆえに、それが可能だった？」
「そのとおり」
「けれども恐怖に支配されているとはいえ、若い人たちは抵抗しているのではない
かしら？違う？ああ、そしてそれが、カィランがああいう攻撃的な態度をとってい
る理由ということね。若い人たちは前の世代の人たちのように従順ではなく、この
町がなぜこのような世界になっているのか、疑問を持ち始めているということでは
ないかしら」
「あんたは理解が早いわね」
彼女は私を見て笑った。
「でも、私の役目は、なんなの？」
私は質問した。
「あんたが生まれた時に、ある予言がなされていたんだよ」
「予言？」
またしても私を混乱させる話になりそうだった。
「あんたは『心を読む者』と予言されているんだよ。あんたはその必要に迫られれ
ば、私たちの心を読むことができる。そのうえ、あんたは私たち全員の未来を変え
る可能性すらもっている。けれどもあんたは、私たちの未来を変えるべきか、この
ままにするかについては、そもそも自分で決めることができる。誰にもあんたにど
うすべきかを強制することはできないさ。たとえあんたが持っているその能力が、
あんたに責任と選択を迫ってきているとしてもね。いずれにせよ、大事なのは、あ
んたがその予言の通りにするかどうかは、自分で決めるべきだってことさ」
「でも私は、この町にとどまるつもりはない。リーダーになることもできないわ」
私はそう答えた。そのコトバを発するのには、深く考える必要すらなかった。
「わかっているよ。あんたの目がそう言っているものねえ」
おばあさんは言った。
「さてと、そうすると、あんたは次にどうするべきかねえ？」
そのとき、私は部屋の片隅から誰かの視線を感じ、あわててそちらを振り返った。
その視線の持ち主は、恐怖などよりももっと厳しい何かかたくなな感情を、私に対
する視線に込めていた。
「こんにちは」
私は、できるだけシンプルで虚飾のない言い方になるよう気を付けながら、視線の
持ち主にそう声をかけた。けれども相手は厳しい視線を保ったまま何も答えなかっ
た。雰囲気はますます凍り付いていくように思えた。私は、何か話しかけ続けなけ
ればいけないと思った。けれども何も思いつかなかった。いろいろなことが次々に
起こりすぎていて、見逃していること、やりきれていないこともたくさんあるまま
のように思えた。何を見逃しているのかすら、さっぱりわからなかったけれども。
「無理に何かをしようとがんばるもんじゃないよ。ただ流れに身を任せなさい。あ
んたはどうせ、うまくやっていくように思えるからね」
おばあさんはそういった。私はなんだか考えをすべて見透かされているような気持
がした。ジェイがそうであったように、おばあさんは私が心の中で考えたことを見
透かして喋ってくる。
そんなふうに私がジェイのことを考え始めると、いつのまに戻ってきていたのが、
彼がふいに話しかけてきた。
「で、僕らはどうするかな？」
「どうするかですって？わからないわ」
私は暗い調子で言った。
「どうするかわからないなら、君がやりたいようにまずは動き出せばいい。考える
よりも、何か感じていることはないかい？君の感覚は君を騙しはしないものだよ。
君はもともと、感覚がどこへ連れて行ってくれるか、すぐにわかる人じゃないかな」
ジェイは言った。
「それなら、私はこの町の若い人たちにまた会ってみたいわ。彼らの目の中にあっ
た恐怖や苦痛が、とても気になるの」
ジェイは、私のこの言葉に驚いたようだった。
「もう少し詳しくきかせてくれないか？」
彼は言った。
そのとき、新しい声が、私の背後から割って入った。
「ええと、彼らもあなたと話がしたいと思うよ。みんながあなたの予言を知ってい
るわけだし、あなたのことを何年も待っていたんだから」
さきほどの視線の主であるその少年が喋ったのは、このときが初めてだった。
ジェイは優しく少年の頭の上に手を載せてから、話を続けた。
「彼らはつまり、カィランのことよりも、予言のことをずっと恐れているというこ
とかな」
彼は言った。
私は、時間さえあればこの人たちのことをもっと理解できるようになるのかどう
か、不安に思った。
「ところで、ジュニア」
ふいにジェイは言った。少年はどうやら、ジェイにそんなふうに呼ばれるまでは、
ジェイの傍にいることにとても満足しているように思えたのに、ぷいと背を向ける
と、おばあさんの家を後にしてしまった。
私は戸惑った目で、ジェイのことを見た。私には何があの少年を怒らせてしまっ
たのかが、わからなかった。
「彼は僕の弟のような存在なんだ。でも、なんだか彼は少し妬いているみたいだね。
そのうえ、彼はなかなか気持ちを話してくれないし。まあいいさ、彼が出かけたい
なら、そうさせてやろう。それに若者たちに会いたいというなら、僕らもまた出か
けなくちゃいけない時間だしな」
彼は私の手を引いて、ドアのほうへと歩き始めた。
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私はおばあさんに「きっと戻るから」と約束した上で、若い人たちに会えるという
場所に向かい、そこで人々が集まるまで待った。まもなく私は、集まったたくさん
の好奇の目にさらされることになった。
私はすべての勇気を奮い立たせて、喋り始めた。
「私はあなたたちに何かを話しにきたのではなく、あなたたちの話を聞きにきたの。
私は、あなたたちが本当は何を求めているのかを知りたいと思うわ」
「俺たちが求めているもの？」見るからに彼らは困惑しているようだった。
「そうよ。あなたたちは、何を求めているの？すべてのものには、存在する理由が
あるはず。ただし自分で探さなければ、存在理由というものは見つけ出せないの。
でもそれは、あなたたち自身は既にはっきりと感じているはずのもの。他の感情と
はまったく別格の感情として、こうありたい、と感じられているようなもののはず。
あなたたち自身が自分の力で感じられるものが、あなたたちがここに存在する理由
のはず。それは他の人にはまるで感じられない、あなたたち一人一人にとって深い
意味のあるもの。もっと簡潔に言うなら、あなたはどんな夢を見る？そのことをこ
れまでにしっかりと考えたことはある？この時間の停止した街で、これまでそのこ
とをしっかり考えることができずにいたというなら、それはあなたたちが住んでい
るこの迷宮のような町に閉じ込められているうちに、考えるための時間を奪われて
いた、ということよ。というのも・・・」
彼らのうちの一人が突然、話し始めた。その声の高い調子から、彼はこれ以上我慢
ができなくなっていたことが感じられた。
「もしこの町のすべてがあんたのせいでこうなっているとしたら、どうするつもり
なんだ？あんたがこの場所でどういう役割を担っているのか、考えたことはあるの
か？」
彼の友人が怒りを込めて、彼のほうを振り返り見た。けれどその若者は喋るのをや
めなかった。
「あんたはここが現実なのかどうかも確信が持てていないだろう？違うか？これま
であんたは、どうしてそんなことをべらべらと喋ることができるのか、考えなかっ
たのか？これはきっと、あんたにとってはただの夢なんだ。でも俺たちにとっては
どうなんだ？俺たちはこれからどうなるんだ？もし俺たちが、あんたの夢の中のた
だの登場人物だとしたら、いったいどうなるんだ？」
 
私は混乱した。私は突然、ジェイやジュニアから離れたいと思った。ここでは一体、
本当のところは、何が起こっているのだろう？私は、名づけようのない奇妙な感情
が沸き起こるのを感じた。これまでに感じたことのないような感情だった。痛みで
もなく疲労でもない。渇きでもないし飢えでもない。私はただただ激しい感情の揺
らぎに打ちのめされた。
ここは私の夢の中なのだろうか。それとも現実なのだろうか。
ジェイが割って入ってきた。
「どうか混乱しないでくれ。君は今、これまでに知らなかったような新しいことを
学び始めているんだ。不必要なことは何も考えなくていい。流れにただ身を任せる
んだ。君はすぐに何が現実で何が君のものではないか、わかるようになるさ。とも
かく僕を信じてくれ」
それから彼は、先ほどの若者のほうを向いて言った。
「お前は少し黙っていろ」
それからジェイが手で何かの合図を送ると、別の若者たちが、さきほどの若者を取
り巻いた。私はその混沌とした状況を前にどうすればいいかわからず、ただ困惑し
た。わずかな間に、若者の口はふさがれ、角に座らせられていた。
私は電池の切れた人形のように膝の力を失いながらも、あたかもそれほどには混
乱していないかのように振る舞おうとした。あの若者が口をふさがれつつ叫んでい
た言葉になんとか抵抗していた。
「彼女は僕らがどれだけ苦痛の中にいるのかわかってもいないで説教を垂れようと
しているんだ。もううんざりだ。あんたは僕たちに何を求めているのかと聞いた。
けれども僕は、僕らみんなが、あんたが見ている夢の中、本当はあんたがどうにか
しなくちゃいけない夢の中に閉じ込められている気がしてならないんだ！」
私はふいに、ジュニアがこう話し始めているのを聞いた。
「僕は消えるのが怖いよ。でも、それよりも、僕はジェイがいなくなることが怖
い」。
彼はジェイの腕の中に守られた小さな猫のように見えた。ジェイはといえば、さ
きほどよりもさらになんだか神経質になっているように見えた。でもそれは、ジュ
ニアのせいではなさそうだった。それというのも、唐突に少年はジェイの腕から解
き放たれ、ジェイのほうもなんだか急に力を失ったかのように見えた。ジェイはま
っすぐに、さっきの若者がおさえつけられているところへと歩き始めた。なんだか
麻酔にかかっているような動作だった。若い人たちがジェイの前に立ちはだかったものの、彼を恐れて何も手出しができないようだった。すべては私のせいで、私が
なんとかしなければいけないと思った。私はジュニアの前にひざまずいた。
「ねえジュニア、あなたは本当にジェイのことが好きなのね。そうなんでしょう？
もし私が彼をどこかに奪い去ろうとしていると思っているなら、それは違うわ。私
はみんなに、まず、謝らなくちゃいけないわね。たしかに私は、ここで何が起こっ
ているのかをちゃんと理解しきってはいない。けれどもあなたたちみんながとても
不幸せなことだけはわかる。あなたたちはあなたたちなりに探求し、助けを必要し
ていることもわかる。あなたはジェイを守っているのでしょう？違う？あなたはジ
ェイのようになりたのね。そしてあなたは、いつも彼と一緒にいたいと思っている
のね」
彼の眼を通して、私は彼の中に恐怖の色が渦巻いていることを感じた。
「怖がらないで。私は予言にある『心を読む者』としてあなたたちの心を覗き込も
うとしているわけじゃない。ただあなたたちのことをもっと知りたいと思っている
だけ。目は、心の窓というわ。私のお母さんは、いつか言っていた。『それなりの
時間と、開かれた心をもって他人の目をのぞき込めば、たとえそれが痛みをともな
うものであっても、あなたは相手の心の内を感じることができるわ、たとえ相手が
どんなに良き意思を隠そうとしていてもね』と。そして私はいま、あなたたちに心
を開いて、あなたたちを理解し、助けになりたいと思っているわ」
私は若者たちに向かってさらにこう付け加えた。
「まず、あなたたちは私よりも生きる意味を強く持っている。あなたたちはすべて
をかけて存在する理由を探し求めている、それなら、あなたたちはその強い気持ち
に、しっかりとしがみつくべきよ。そうすればもしこれがただの夢だとしても、ど
こか別の場所であなたたちはしっかりとした人生を歩み出すことができるわ。なぜ
なら、この世界では、なにものも空虚から生み出されることはないし、空虚の中に
ただかき消されるようなこともない。それを信じて、そして望みを捨てないで。生
き方次第で、あなたたちはきっと迷いから解放され、誰かの支配におかれるような
こともなくなる。そしてそのとき、あなたたちは自由意志に基づいた人生を送るこ
とができるはずよ」
若者たちはそのような言葉は予想もしていなかったようで、まるで硬直してしま
ったかのように私をじっと見ていた。それから、彼らはふいに笑顔を見せ始めた。
私は、彼らが長い間、どこかで期待していたような話をすることができたのだと理
解した。ジェイもまた、ジュニアのことを忘れてしまっているかのような顔をして
いた。
そのとき、外から何やら、集団の怒号の声が近づいてきた。
「どうやら、ここから離れたほうがよさそうだぞ」
ジェイがそう言って私の話に割って入ってきた。
私は驚きつつ、ようやく「ＯＫ」とだけ言った。私もまたカィランが迫ってきて
いることを感じ取り、恐れを覚えた。私は彼と対決する準備などできてはいなかっ
た。
そのとき、若い人々は私とドアの間に立ちはだかり、壁のようになって、カィラ
ンたちのグループから私たちの姿を隠そうとしてくれた。ジェイは笑顔になって、
私に言った。
「説得が効いたわけだな、ガゼル。たいしたもんだ」。
「ガゼルがどうしたとか、こうしたとか。あなたがそういう呼び方をやめてくれれ
ば私はどれだけ嬉しいか・・・」
「わかった、わかった。ともかく、行かなくちゃ！」
彼はささやくと、私の手を取り、裏窓のほうへと私を連れて行った。その際に彼
はジュニアのほうを見やり、こう言った。
「そんな心配そうな顔をするなよ。今起きていることは、つまり、新しい日々の始
まりってわけさ」
もちろん彼は、あの頼もしい笑顔を見せることも、忘れなかった。
狭い裏窓から脱出すると、私はすぐに、大きなリンゴの木があることに気づいた。
そのとき私は、どうして私はリンゴの木がある場所を前々から好んでいたのかも理
解した。それは私の母を思い出させるからだった。そういえばこの町には、たくさ
んのリンゴの木がある。ほとんどどの家も、庭にリンゴの木を植えているように見
えた。あるいはそうではなくて、もしこれが私の夢なのだとしたら、私の脳の中に
あるリンゴの木の印象が、この町のあらゆるところにリンゴの木を見つけ出し、そ
ういう場所ばかりへと私を誘導している、ということなのかもしれないけれど。
「どこへ行くの？」
私は聞いた。
「形見を集めに行くのさ」
ジェイは言った。
「形見って？」
「おばあさんがいずれ全部を説明してくれるさ。今はただ、ついてきな」
彼はそう言って私を黙らせた。
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ともかく私には、何もできることはなかった。
見張りの声が遠ざかっていくのを確認すると、私は来た道を戻っていってジェイに
会うべきではないか、と考えた。けれども私がそこでもたもたしているうちに、ふ
いに私はどこかで聴いたメロディーを耳にし、強く心を惹かれ、そちらのほうが気
になった。それはこの町についたばかりの頃にどこかで聴いたメロディーだった。
ただし、今回はギターの演奏だった。音楽が聴こえてくるほうの窓から見ると、ジ
ェイが歌っているのが見えた。彼に声をかけようかと思ったものの、私はその奇妙
なほどに懐かしい歌詞に惹かれて、そのまま動けなくなった。
君がそんなに孤独なことを、きっと誰も知らない
何も起こらないで済んだ一日に感謝している夜、
ひとりぼっちの君は、実は怖がっている、あるいはおびえている
それでも、その時がやってくる
君にはどうにもできないことを知り、気が楽になる時が
君の意志でどうにかできることを知り、力を得る時が
静けさの中でこの曲を聴こう
孤独の中から生まれるこの曲を
君は本当の君を見つけるだろう
僕のことも、明日の君のことも、
誰も知らないけれども、たぶん、
きっと近くにあるどこかの場所で
それはまさに、私が生まれて初めて書いた詩と同じだった。私が昔、想像上の友
だちのことを思いながら作った詩だった。私はつねづね、この詩に曲をつけたいと
思っていた。けれども、その機会はなかった。音楽の才能を持っていない人間に、
そんなことができるはずがないじゃない？実のところ、私がそんなふうに諦めてし
まったのは、性根の悪い音楽の先生が、私のことを友だちの前で笑いものにしたか
らだった。それ以来、私は音楽の授業がいやになった。後になってから、学校の相
談員が私のことを励ましに来てはくれた。
「彼のことをまじめに受け取るべきじゃないよ。彼はもともと音楽家になりたかっ
たんだ。けれどもけっきょく才能の芽が出ずに、音楽教師をずっと続けている人っ
てわけさ。まぁ君をそんなにがっかりさせたところを見ると、教師の才能のほうも
怪しいものだがね」
けれども彼に一度傷つけられてしまった心は、そのことをずっと根に持っており、
もう二度と誰かに同じ想いをさせられたくないという防衛の気持ちばかりが人生に
残った。けれどもおそらく、いよいよ大学に入る年が近づいてくる中で、私の中に
眠っていた音楽への情熱が頭をもたげ、家族が私に期待していることとのギャップ
がどんどん深い溝になっていたのかもしれない。そのことに私は今、ようやく気付
いた。
ともかく私はそのような複雑なことを考えるのをやめて、今はジェイに声をかけ
よう、と思い直した。しかしふいにジュニアが私の傍に現れて、いまにもジェイの
ことを呼ぼうとしていた私の口をふさいだ。そのおかげで、私はようやく、ジェイ
のすぐ近くにカィランがやってきていることに気づいた。
「またその歌か？いったいどこで覚えた曲なんだ？」
カィランが聞いた。
「あんたは偉大なリーダーだと聞いていたが、そんなことも知らないとはオドロキ
だな」
「いつまでも『おばあさん』のスカートの後ろに隠れている子供として大目に見て
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暗闇は、誰かが私の手を握るまで続いた。
「こっちにおいで」
その声が言った。
「心配はいらない」
私を取り巻いていた暗闇は、しだいに、明確な風景の形を取り始めていた。
洞窟の中だった。出口の岩が取り除かれ、光が差し込んできていたところだった。
出口の向こうに一気に広がったのは、海岸の風景だった。信じがたい光景だった。
私がそちらへ向かうことに躊躇していると、
「行こうよ」
と、傍らでジェイの声がした。それでも私は、なかなか動き出せなかった。私はた
だ、
「やっぱり、すべては私の夢のようね」
と呟くだけだった。私の記憶も少しずつ戻ってきていた。彼はためらいつつも、そ
っと私の顔を覗きこんだ。
「たぶん、君がこの場所の創造主ってことになるんだろうな」
彼は笑った。
「すまない、君を傷つけるつもりはなかったんだ。実際のところ、あんなに長く続
くべきことじゃなかった。けれども、どんなにカィランが僕が人間らしくなること
を咎めたところで、彼はもう僕らのリーダーじゃないわけだし。それに、どうせ、
もう戻れやしない」
彼はそれから、
「そして、ありがとう」
と付け加えた。
「いいのよ、助けになれたのなら、私も嬉しいわ。私を選んでくれて、ありがとう」
私はそう言って、彼の手を強く握った。
「そして、いつも守ってくれて、ありがとう・・・」
私はいまや、なぜ私がジェイのことを怖がらないのか、そして彼がカィランの名
前を出している時ですら、彼の傍にいると安心できるのかがわかった。私が子供の
時、わたしはいつもジェイと夢の中で遊んでいたのだ。彼は私の想像上の友だちで、
つまりは、私の『守護者（ガーディアン）』だった。実際、私の中のどこか深い部
分で、私はジェイを見つけることができてとても安心していた。夢の世界の中でも、
それはまぎれもなく現実の感情だった。
「それにしても、あなたとの最初の出会いはひどい印象だったわ。あれはなんだっ
たの？」
私は言った。彼の顔に奇妙な表情が浮かんだ。
「実をいうと、あれば君が決めた展開なんだよ」
「どういうこと？！」
「僕らは一般的なシナリオを作るだけだ。残りの部分は、君の無意識が補充したん
だ。つまり・・・」
彼はふいに、笑い出した。きっと私の顔に不満がありありと浮かんでいたのだろう。
私は驚いた。ジェイがそんなふうに豪快に笑うのは初めてだと思った。彼はふいに
真顔に戻って、
「どうやら、僕はずいぶん人間に近くなれたみたいだ」
とささやき、こう付け加えた。
「でも、そろそろ時間だな。君は僕たちを解放した時、同時に君自身がどんな人生
を送りたいかの決断もしていたわけさ。僕ら『守護者（ガーディアン）』は今や君
の自由意志にすべてを任せ、ただの君の人生の見守り役になるべき時ってわけだ」
そのコトバで、私もこの夢が終わりに近づいていることを悟った。
「でも、終わりは常に、何か新しいことの始まりだ。そのことを忘れないでくれ」
彼は私の心を読んだかのように、そう言った。
「君はもう行くべきだ。君ならもう理解しているだろうけど、僕らは僕らの人生を
これから歩むことができる。もし僕らだけで、もたもたしていたら、あのサイクル
から抜け出すことなんかできなかった。君は強いよ、本当に」
「わかっているわ、それ以上、言う必要はないわ。それに私は・・・」
そこまで言いかけて、私はふいに、彼の目をじっと見つめてしまった。彼のことを
絶対に忘れたくない、という強い思いが沸き起こったのだ。彼は笑い、私たちが洞
窟の出口に向かっていることを思い出させてくれた。
「心配ないさ」
彼は声をあげた。
「これからも僕のことを信じてくれ」
突然、彼は唄を口ずさみ始めた。私は立ち止まった。
「そうだ、ききたいと思っていたことが。どうしてそれを知ってるの？その歌は私
がかつて・・・」
「一緒にこの歌を完成させるなんてのも、悪くないと思わない？」
ジェイの声はどんどん囁き声のように遠くなっていたが、私は最後まで聞き漏らし
がないように必死だった。けれども、私が出口にまでたどりついたとき、私は唐突
に強い光に包み込まれ、意識を失ってしまった。
「何が起こったの？」
次に私がそう言ったのは、目を開いて、自分が病院の中にいることに気づいた時
だった。
私の父と母が、すぐ傍らに立っていた。
「よかった！目を開いたぞ！」
父が叫んだ。
「お前は何日も眠っていたんだ。たぶんお前は道に迷ったんだろう、私たちはお前
が海岸で気を失っているところを見つけたんだ。それからずっと、お前はここで眠
っていたんだよ」
その時、私は父と母から離れた病室の角から、小さな二つの目がまばたきもせず
にこちらをじっと見つめていることに気づいた。
「お母さん、この部屋にどうしてネコがいるの？」
私はきいた。もしこれが夢の続きだとしても、私はそのネコのことを放ってはおけ
なかった。
「あのネコ？みんながお前を見つけたとき、傍らにいたネコだよ。むしろそのネコ
のおかげで、私たちはあんたを海岸で見つけられたようなもんだね。それからずっ
と、あんたの傍を離れようとしないのさ。最初、病院は追い払おうとしたんだよ。
でもそうするとネコはとても怒るし、あんたもひどくうなされるものだから、お医
者様も近づかせなければ病室においておくのも構わないだろうって・・・おや、こ
のネコ、あんたのほうに初めて寄っていくよ！」
母は叫んだ。確かに、そのネコは私の方にゆっくりとした足取りで寄ってきていた。
その目はじっと私を見つめていた。
「私はどこかでこの目を見たことがあるわ」
私は心の中で呟いた。彼は私の膝の上に軽やかに飛び乗った。そしてまるで喋って
いるかのような声をあげた。私はそのネコをだっこした。そのとき、私はネコの首
輪に気が付いた。ジュニア！私はその首輪にそう書いてあるのを読み取り驚きの声
をあげた。
「ジュニア！あなたなのね？」
私はその耳にささやきかけた。
不意に私は、心に浮かんだことを話す決意をした。もう一分たりとも、自分をだ
まし続けてはいたくなかった。
「ねえ、私、音楽学校に行ってみたいと思うのだけど」
私は言った。両親はそろって、私の突然の決意に驚いたようだった。
「本当に？あなたは音楽のことが嫌いになっていたものと思っていたけど」
母は言った。
「誰がそんなふうに決めたの？！」
私は力強くそう言った。そのせいで、私は病室のドアが開いたことに気づかなか
った。まさに私が話を続けようとしたとき、部屋に入ってきた誰かの声が、こう割
って入った。
「音楽の先生を嫌いになることと、音楽が嫌いになること。これは全然別の話って
わけだろ？」
私は、入ってきた人物を見て言葉を失った。
「やあ、僕はジェイ。地元のラジオ局でＤＪをやっているんだ」
彼はそういって、ウインクをしてみせた。
「僕の猫を大事に扱ってくれたみたいで、ありがとう。で、加減はどうだい、ガゼ
ル？」
「だから、ガゼルと呼ばないで！」
私は言った。私はつとめて怒っている態度をとりたかったけれども、実際には、天
にも昇るような気持ちにあった。
「いったい、いつのまに友達を二人も増やしたんだい？」
父は明らかに戸惑った様子できいてきた。
「夢の中でよ、お父さん。ただの夢の中で・・・」
私は満面に笑みを浮かべて、そう答えた。
 
 
 
終わり
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